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山鹿市立鹿北中学校 

文責：郡 一路 

【校訓】己を重んじ 己を伸ばす 友を敬し 友に学ぶ 

季
節
風 

 

に
考
え
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 
学
校
改
革
の
主
体
者
と
し
て
の

自
覚
を
高
め
、
ど
う
変
化
さ
せ
て

い
く
の
か
、
そ
の
変
化
の
先
に
は

ど
の
よ
う
な
学
校
の
姿
が
あ
る
の

か
を
、
ぜ
ひ
み
ん
な
で
共
有
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

北
原
会
長
を
中
心
に
、
自
分
思

い
を
し
っ
か
り
表
現
で
き
る
人
に

成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

教
科
は
保
健
体
育
・
一
年
主
任 

生
徒
指
導
担
当 

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
顧
問 

 

      

教
科
は
技
術
・
二
年
担
任 

情
報
教
育
担
当 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問 

 

十
日
（
火
）
の
午
後
、
体
育
館

に
て
生
徒
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
一
年
間
の
生

徒
会
活
動
を
ど
う
す
る
の
か
を

執
行
部
や
各
委
員
会
の
委
員
長

が
提
案
し
、
全
校
生
徒
で
話
し
合

い
ま
し
た
。 

ま
ず
年
間
テ
ー
マ
で
す
が
、
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ 

～
自
由
に
発
想
、
個
性
を 

 
 

生
か
し
て
協
力
し
よ
う
～ 

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
生
徒
会
の

執
行
部
を
中
心
と
し
て
、
全
校
生

徒
が
自
治
力
を
身
に
つ
け
、
学
校

を
自
分
た
ち
で
さ
ら
に
良
く
し

て
い
こ
う
と
の
、
強
い
意
志
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。 

執
行
部
、
委
員
会
、
学
級
、
ま

た
、
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
か
ら

何
を
し
て
い
く
の
か
を
具
体
的 

   生
徒
総
会
開
催 

〈
自
治
の
力
に
期
待
！
〉 

 

 １０日、１年生が南阿蘇の被災地

の方々に届けるうちわにメッセー

ジを書きました。一人ひとり、被災

された方々のことを思い、「ともに

進んでいく」という気持ちを言葉に

表しました。 

同じ熊本県民として自分たちに

できることをこれからも考えてい

きます。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
、
職
員
紹
介
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
度

赴
任
し
た
職
員
に
つ
い
て
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。
顔
と
名
前
が
一
致

し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
行

事
等
で
学
校
に
来
ら
れ
た
時
に
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

      

教
科
は
理
科 

教
務
担
当 

陸
上
競
技
部
顧
問 

 

   

養
護
教
諭 

保
健
関
係
全
般
担
当 

       

教
科
は
数
学
・
一
年
副
担
任 

 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
担
当 

 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問 

▽
新
任
の
先
生
紹
介
△ 

◇被災地の方々とともに◇ 
 

芦村 彰一 先生 

あしむら あきかず 

 

西浦 伸一 先生 

にしうら しんいち 

 

坂口 嘉洋 先生 

さかぐち よしひろ 

 

市川 知代 先生 

いちかわ ともよ 

 

磯部 遼太郎 先生 

いそべ りょうたろう 


